
基幹教育科目

凡例
学修目標に直接関連する科目
区分

基幹教育必修 共創基礎科目 構想科目 協働科目 経験科目 課題科目 共創発展演習
ディグリープロジェク

ト

区分 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

ディグリープロジェクト
３

ディグリープロジェクト
１

共創基礎プロジェクト

異文化対応１

〔人社〕人類学Ａ

〔学際〕考古学Ｂ

〔人社〕思想・倫理・哲
学Ｃ

〔人社〕文学Ａ
〔人社〕思想・倫理・哲

学Ｂ
〔学際〕科学技術論Ａ

〔人社〕人類学Ｂ 〔人社〕考古学Ｂ 〔学際〕考古学Ａ

〔人社〕政治学Ｂ 〔自然〕工学Ｂ 〔学際〕地理学Ａ

〔人社〕経済学Ｃ
〔学際〕思想・倫理・哲

学Ｂ
〔学際〕地理学Ｄ

〔人社〕経済学Ｄ 〔学際〕工学Ａ 〔学際〕地域研究Ａ

〔自然〕地域研究Ａ 〔学際〕デザイン学Ａ 〔学際〕情報学Ｄ

〔自然〕工学Ａ 〔学際〕生態学Ａ

〔学際〕思想・倫理・哲
学Ａ

〔学際〕地理学Ｂ

〔学際〕地理学Ｃ

〔学際〕数学Ａ

〔学際〕数学Ｂ

〔学際〕デザイン学Ｂ

〔人社〕言語・コミュニ
ケーション論Ｂ

〔自然〕生物学Ｄ

〔人社〕言語・コミュニ
ケーション論Ａ

〔自然〕地球科学Ｂ

〔学際〕言語・コミュニ
ケーション論Ａ

〔学際〕言語・コミュニ
ケーション論Ｂ

学術研究基礎

※インテンシブ英語は1年
次に10単位履修する。

※初習外国語は1年次に4
単位履修する。

〔学際〕情報学Ｂ

〔学際〕情報学Ａ 〔学際〕情報学Ｃ

〔学際〕情報学Ｅ 〔学際〕情報学Ｆ

〔学際〕情報学Ｇ

プログラミング演習

〔人社〕思想・倫理・哲
学Ａ

〔人社〕政治学Ａ 〔人社〕考古学Ａ

〔人社〕文学Ｂ 〔人社〕国際関係論Ｂ 〔自然〕生物学Ｂ

〔人社〕歴史学Ａ 〔人社〕地域研究Ａ 〔自然〕生物学Ｃ

〔人社〕考古学Ｃ 〔人社〕地域研究Ｂ

〔人社〕国際関係論Ａ 〔自然〕生物学Ｈ

〔人社〕経済学Ａ 〔自然〕地球科学Ｃ

〔人社〕経済学Ｂ 〔自然〕情報学Ａ

〔自然〕思想・倫理・哲
学Ａ

〔自然〕数学Ａ

〔自然〕生物学Ａ

〔自然〕生物学Ｆ

〔自然〕生物学Ｇ

 

〔自然〕物理学Ａ

〔自然〕物理学Ｂ

〔自然〕生物学Ｅ 〔自然〕地球科学Ａ

システム科学基礎 共創のための数学

高年次基幹教育科目

基幹教育セミナー

区分 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

総合科目

アセスメント・プラン

達成度評価 達成度評価 達成度評価

2年次 3年次

達成度評価

基幹教育科目および共創基礎科目の成績評価とともに、基幹教育の授業アンケート結果に基づい
て確認する。

共創基礎科目、構想科目 (アプローチ科目)、協働科目(共創基礎プロジェクト)の成績評価とと
もに、各授業の聴講学生数と出席状況、専攻教育の授業アンケート結果に基づいて確認する。

共創科目(課題科目、ディグリープロジェクト1)、協働科目(共創プロジェクト)、経験科目の成
績評価に基づいて確認する。

ディグリープロジェクト3でのプレゼンテーションにおける発表内容とともに、課題の解決に取
り組む共創科目(ディグリープロジェクト2)の成績評価に基づいて確認する。

課題研究（地球・環境領域）

課題研究（人間・生命領域）

※経験科目の履修年次、
期間は学生の学習計画に
よって異なってもよい。

4年次

学士課程の時期区分 入門レベル 基礎レベル 応用レベル 共創レベル

学修目標 1年次

主
体
的
な
学
び
・
協
働

•A-2. （協働）背景や専門の異なる様々な人々と
知の交流をおこない、他者と協働して課題や問題
に取り組むことができる。

課題協学科目

•A-1. （主体的な学び）豊かな学識と教養を土台
に、自ら進んで課題や問題を創造的・批判的に吟
味・検討することができる。

文系・理系ディシプリン科目

※レクチャーシリーズ（スタンプ制）は卒業時までに15スタンプ以上を獲得し、最終レポートを提出する必
要がある。

知
識
・
理
解
の
習
得
（

知
識
・
理
解
）

•B-2.（情報リテラシー）数理やデータサイエンス
などに関する知識を有し、様々な情報を分析・活
用することができる。

• C-1-2.（能動的学習能力）課題の検討と解決に
必要となる知識や能力を主体的に探究することが
できる。

情報科学

データの収集・分析

※高年次基幹教育科目は2年次以降どの学期でも履修
できる。

Intensive English

•B-1.（知識・理解）課題の検討と解決に必要とな
る学問的方法論や概念などについて十分な知識を
有し、その知識と課題の関連性について説明する
ことができる。

新
し
い
知
見
の
創
出
（

評
価
・
創
造
）

知
識
・
理
解
の
応
用
（

適
用
・
分
析
）

共創プロジェクト

•C-2-2.（創造的構想力）ありうべき未来を想像
し、新しい社会的価値やイノベーション創出を通
じてそこに至る道筋を構想できる。

レクチャーシリーズ

異文化対応２

海外活動Ａ

•C-2-3.（協働実践力）背景の異なる様々な人々と
の議論や協働を通じて、実現可能な課題の解決方
策を立案することができる。

課題研究（人と社会領域）

課題研究（国家と地域領域）

学術英語

初修外国語

世界を理解するための歴史的視座

•C-1-1.（国際コミュニケーション力）背景の異な
る様々な人々と、言語や専門の垣根を超えて協力
し、理解し合うことができる。

•C-2-1.（課題検討力）既存の学知を活用し、課題
の根源的原因やその解決方法を検討することがで
きる。

海外活動Ｂ

グローバル・オンラインＡ

グローバル・オンラインＢ

課題とイノベーション

世界の様々な哲学

※グローバル・オンライ
ンの履修年次、期間は学
生の学習計画によって異
なってもよい。

共創基礎演習

課題研究（領域横断）

共創学部専攻教育科目

学修目標 1年次 2年次 3年次 4年次

知
識
・
理
解
の
実
践
的
場
面

で
の
活
用
（

実
践
） 共創発展演習１ 共創発展演習２

•D.（共創的課題解決力）「国際コミュニケーショ
ン力」、「能動的学習能力」、「課題検討力」、
「創造的構想力」、「協働実践力」の5つの力を総
合して、課題の解決に取り組むことができる。

ディグリープロジェクト２



知識・理解の実践的場面で
の活用（実践）

授業科目の名称

○ ◎ ○

○ ◎ ○

文系 文系ディシプリン科目 ◎ ○

情報科学 ○ ◎

プログラミング演習 ○ ◎

理系ディシプリン科目 ◎ ○

◎ ○

◎ ○

Intensive English ○ ◎

学術英語 ○ ◎

初修外国語 ○ ◎

学術研究基礎 ○ ◎

課題とイノベーション ◎ ○

共創のための数学 ◎ ○

システム科学基礎 ◎ ○

データの収集・分析 ◎ ○

世界の様々な哲学 ○ ◎

世界を理解するための歴史的視座 ○ ◎

〔人社〕思想・倫理・哲学Ａ ◎ ○

〔人社〕思想・倫理・哲学Ｂ ○ ◎

〔人社〕思想・倫理・哲学Ｃ ○ ◎

〔人社〕文学Ａ ○ ◎

〔人社〕文学Ｂ ◎ ○

〔人社〕言語・コミュニケーション論Ａ ○ ◎

〔人社〕言語・コミュニケーション論Ｂ ○ ◎

〔人社〕歴史学Ａ ◎ ○

〔人社〕考古学Ａ ◎ ○

〔人社〕考古学Ｂ ○ ◎

〔人社〕考古学Ｃ ◎ ○

〔人社〕人類学Ａ ○ ◎

〔人社〕人類学Ｂ ○ ◎

〔人社〕政治学Ａ ◎ ○

〔人社〕政治学Ｂ ○ ◎

〔人社〕国際関係論Ａ ◎ ○

〔人社〕国際関係論Ｂ ◎ ○

〔人社〕経済学Ａ ◎ ○

〔人社〕経済学Ｂ ◎ ○

〔人社〕経済学Ｃ ○ ◎

〔人社〕経済学Ｄ ○ ◎

〔人社〕地域研究Ａ ◎ ○

〔人社〕地域研究Ｂ ◎ ○

〔自然〕思想・倫理・哲学Ａ ◎ ○

〔自然〕地域研究Ａ ○ ◎

〔自然〕数学Ａ ◎ ○

〔自然〕工学Ａ ○ ◎

〔自然〕工学Ｂ ○ ◎

〔自然〕生物学Ａ ◎ ○

〔自然〕生物学Ｂ ◎ ○

〔自然〕生物学Ｃ ◎ ○

〔自然〕生物学Ｄ ◎ ○

〔自然〕生物学Ｅ ◎ ○

〔自然〕生物学Ｆ ◎ ○

〔自然〕生物学Ｇ ◎ ○

〔自然〕生物学Ｈ ◎ ○

〔自然〕物理学Ａ ◎ ○

〔自然〕地球科学Ａ ◎ ○

〔自然〕地球科学Ｂ ◎ ○

〔自然〕地球科学Ｃ ◎ ○

〔自然〕情報学Ａ ◎ ○

〔学際〕思想・倫理・哲学Ａ ○ ◎

〔学際〕思想・倫理・哲学Ｂ ○ ◎

〔学際〕言語・コミュニケーション論Ａ ○ ◎

〔学際〕言語・コミュニケーション論Ｂ ○ ◎

〔学際〕考古学Ａ ○ ◎

〔学際〕考古学Ｂ ○ ◎

〔学際〕地理学Ａ ○ ◎

〔学際〕地理学Ｂ ○ ◎

〔学際〕地理学Ｃ ○ ◎

〔学際〕地理学Ｄ ○ ◎

〔学際〕地域研究Ａ ○ ◎

〔学際〕数学Ａ ○ ◎

〔学際〕数学Ｂ ○ ◎

〔学際〕工学Ａ ○ ◎

〔学際〕情報学Ａ ◎ ○

〔学際〕情報学Ｂ ◎ ○

〔学際〕情報学Ｃ ◎ ○

〔学際〕情報学Ｄ ○ ◎

〔学際〕情報学Ｅ ◎ ○

〔学際〕情報学Ｆ ◎ ○

〔学際〕情報学Ｇ ◎ ○

〔学際〕科学技術論Ａ ○ ◎

〔学際〕デザイン学Ａ ○ ◎

〔学際〕デザイン学Ｂ ○ ◎

〔学際〕生態学Ａ ○ ◎

共創基礎演習 ○ ◎

レクチャーシリーズ ○ ◎ ○

共創基礎プロジェクト ○ ◎

共創プロジェクト ○ ○ ◎

異文化対応１ ○ ◎

異文化対応２ ○ ○ ◎

海外活動Ａ ○ ○ ◎

海外活動Ｂ ○ ○ ◎

グローバル・オンラインA ◎ ○ ○

グローバル・オンラインB ◎ ○ ○

課題研究（人間・生命領域） ○ ◎ ○

課題研究（人と社会領域） ○ ◎ ○

課題研究（国家と地域領域） ○ ◎ ○

課題研究（地球・環境領域） ○ ◎ ○

課題研究（領域横断） ○ ◎ ○

共創発展演習１ ○ ○ ◎

共創発展演習２ ○ ○ ◎

ディグリープロジェクト１ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ディグリープロジェクト２ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ディグリープロジェクト３ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

カリキュラムマップ－1（共創学部）

専攻教育科目による達成目標

知識・理解の習得（知識・理解） 知識・理解の応用（適用・分析）

基幹教育科目における到達目標

主体的な学び・協働

•A-1. （主体的な学び）豊
かな学識と教養を土台に、
自ら進んで課題や問題を創
造的・批判的に吟味・検討
することができる。

•A-2. （協働）背景や専門
の異なる様々な人々と知の
交流をおこない、他者と協
働して課題や問題に取り組
むことができる。

•B-1.（知識・理解）課題
の検討と解決に必要となる
学問的方法論や概念などに
ついて十分な知識を有し、
その知識と課題の関連性に
ついて説明することができ
る。

[共創学部]
・ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏﾎﾟﾘｼｰに掲げる「到達目標」とカリキュラム（各科目）
の相関
・各科目の「到達目標」主関連には◎、副関連には○を付した

新しい知見の創出（評価・創造）

•C-2-3.（協働実践力）背
景の異なる様々な人々との
議論や協働を通じて、実現
可能な課題の解決方策を立
案することができる。

•C-2-2.（創造的構想力）
ありうべき未来を想像し、
新しい社会的価値やイノ
ベーション創出を通じてそ
こに至る道筋を構想でき
る。

専
攻
教
育
科
目

共
創
基
礎
科
目

•D.（共創的課題解決力）
「国際コミュニケーション
力」、「能動的学習能
力」、「課題検討力」、
「創造的構想力」、「協働
実践力」の5つの力を総合し
て、課題の解決に取り組む
ことができる。科目区分

基
幹
教
育
科
目

基幹教育セミナー

課題協学科目

ﾃﾞｨｼﾌﾟﾘﾝ
科目 理系

総合科目

高年次基幹教育科目

言語文化科目

•B-2.（情報リテラシー）
数理やデータサイエンスな
どに関する知識を有し、
様々な情報を分析・活用す
ることができる。

•C-1-1.（国際コミュニ
ケーション力）背景の異な
る様々な人々と、言語や専
門の垣根を超えて協力し、
理解し合うことができる。

•C-1-2.（能動的学習能
力）課題の検討と解決に必
要となる知識や能力を主体
的に探究することができ
る。

•C-2-1.（課題検討力）既
存の学知を活用し、課題の
根源的原因やその解決方法
を検討することができる。

共
創
科
目

課題科目

共創発展
演習

ディグ
リープロ
ジェクト
科目

構
想
科
目

ア
プ
ロ
ー

チ
科
目

協働科目

経験科目
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